たと ひ 三百 歳の 齢 を 保ち、 楽しみ 身に 余る と 

云 ふと も、 未来 永々 の果 しなき 楽しみに 比 ぶれ 

ゆめまぼろし 

ば、 夢 幻 の 如し。 

I 慶長訳 Guia do pecadorl 

み をし へ 

善の 道に 立ち入り たらん 人 は、 御教 にこ もる 不 

可 思議の 甘味 を覚 ゆべ し。 

I 慶長訳 Imitatione 0^^.^^ I 



- 



去ん ぬる 頃、 日本 長 崎の 「さんた • るち や」 と 申す 

「え けれし や」 (寺院) に、 「ろお れん ぞ」 と 申す この 国 

の 少年が ござった。 これ は 或 年 御 降誕の 祭の 夜、 その 

「え けれし や」 の 戸口に、 餓ゑ 疲れて うち 伏して 居った 

ほうけ うにん しゅう ばてれん 

を、 参詣の 奉教人 衆が 介抱し、 それより 伴天連の 憐み 

にて、 寺 中に 養 はれる 事と なつ たげ で ござる が、 何故 

すじ やう ふるさと 

かその 身の 素性 を 問へば、 故郷 は 「はらい そ」 (天国) 

父の 名 は 「でう す」 (天主) などと、 何時も 事 も なげな 

笑に 紛らいて、 とんと まこと は 明した 事 も ござない。 



なれ ど 親の代から 「ぜんちょ」 (異教徒) の 輩 であら 

あ を だま 

なんだ 事 だけ は、 手く びに かけた 青玉の 「こんた つ」 

(念珠) を 見ても、 知れた と 申す。 されば 伴天連 はじめ、 

多くの 「いるまん」 衆 (法 兄弟) も、 よも 怪しい もの 

では ござるまい とお ぼされ て、 ねんごろに 扶持して 置 

かれた が、 その 信心の 堅固な は、 幼い にも 似ず 「すべ 

りおれ す」 (長老 衆) が 舌 を 捲く ばかりで あつたれば、 

一 同 も 「ろお れん ぞ」 は 天童の 生れが はりで あらう ず 

など 申し、 いづく の 生れ、 たれの 子と も 知れぬ もの を、 

無下にめ で い つくしんで 居つ たげ で ござる。 

して 又 この 「ろお れん ぞ」 は、 顔 かたちが 玉の やう 



は、 必 髪 かたち を 美しう して、 「ろお れん ぞ」 のゐる 

ぢ やう 

方へ 眼づ かひ をす るが 定 であった。 されば おの づと 

奉教人 衆の 人目に も 止り、 娘が 行きずりに 「ろお れん 

ぞ」 の 足 を 踏んだ と 云 ひ 出す もの も あれば、 二人が 艷 

書 をと リか はす をし かと 見と どけた と 申す もの も、 出 

て 来たげ で ござる。 

お ぼ 

由 つ て 伴天連に も、 すて 置かれず 思され た ので w J ざ 

らう。 或 日 「ろお れん ぞ」 を 召されて、 白 ひげ を嚙み 

ながら、 「その 方、 傘 張の 娘と 兎角の 噂 ある 由 を 聞いた 

が、 よも やまこと では あるまい。 ど うぢ や」 ともの 優 

しう 尋ねられた。 したが 「ろお れん ぞ」 は、 唯 憂 はし 



げに頭 を 振って、 「その やうな 事 は 一 向に 存じよう 害 

も ござらぬ」 と、 涙声に 繰 返す ばか リ故、 伴 天 達 もさ 

すがに 我を折られて、 年配と 云 ひ、 日頃の 信心と 云 ひ、 

かう まで 申す ものに 偽 は あるまい と 思され たげ で ござ 

る。 

うたが ひ 

さて 一 応 伴天連の 疑 は 晴れて ぢ やが、 「さんた-る 

ちゃ」 へ 参る 人々 の 間で は、 容易に とかう の 沙汰が 絶 

えさう も ござない。 されば 兄弟 同様にして 居った 「し 

め おん」 の 気が かリ は、 又 人 一 倍ぢ や。 始は かやうな 

淫な事 を、 ものものしう 詮議 立てす るが、 おのれに も 

恥し うて、 うちつけに 尋ねよう は 元より、 「ろお れん ぞ」 



間に 見える さうな」 と、 咎める やうに 云 ひ 放って、 と 

んと 燕 か 何ぞの やうに、 その 儘つ と 部屋 を 立って 行 

つてし まうた。 かう 云 はれて 見れば、 「しめ おん」 も 己 

の 疑 深かった のが 恥し う もな つたに 由って、 悄々 その 

場 を 去らう としたに、 いきな リ龃 けこんで 来た は、 少 

年の 「ろお れん ぞ」 ぢゃ。 それが 飛びつ くやう に 「し 

うなじ あへ 

め おん」 の 頸 を 抱く と、 喘ぐ やうに 「私が 悪かった。 

ささや ひとこと 

許して 下されい」 と 囁 いて、 こなたが 一 言 も 答へ ぬ 間 

に、 涙に 濡れた 顔 を 隠さう 為 か、 相手 を つきのける や 

うに 身 を 開いて、 一散に 又 元来た 方へ、 走って &んで 

しまうた と 申す。 されば その 「私が 悪かった」 と 囁い 



たの も、 娘と 密通した のが 悪かった と 云 ふの やら、 或 

は 「しめ おん」 につれ なう したの が 悪かった と 云 ふの 

いち ゑんが てん 

やら、 一 円 合点の 致さう やうがなかった との 事で ござ 

る。 

すると その後 間 もな う 起った の は、 その 傘 張の 娘が 

孕 つたと 云 ふ 騒ぎ ぢゃ。 しかも 腹の 子の 父親 は、 「さ 

まさ 

んた . るち や」 の 「ろお れん ぞ」 ぢ やと、 正しう 父の 

前で 申し たげ で ござる。 されば 傘 張の 翁 は 火の やうに 

いき ど ほ 

憒 つて、 即刻 伴天連の もとへ 委細 を訴 へに 参った。 

かうな る 上 は 「ろお れん ぞ」 も、 かつ ふつ 云 ひ 訳の 致 

しゃう がご ざない。 その 日の 中に 伴天連 を 始め、 「い 



るまん」 衆 一同の 談合に 由って、 破門 を 申し渡される 

事に なった。 元よ リ 破門の 沙汰が ある 上 は、 伴天連の 

手 もと を も 追 ひ 払 はれる 事で ござれば、 糊口の よすが 

に 困る の も 目前 ぢゃ。 したが かやうな 罪人 を、 この 儘 

おん あるじ 

「さんた. るち や」 に 止めて 置いて は、 御主の 「ぐろ 

おり や」 (栄光) にも 関る 事 ゆ ゑ、 日頃 親しう 致いた 

人々 も、 涙 をのんで 「ろお れん ぞ」 を 追 ひ 払った と 申 

す 事で ござる。 

その 中で も 哀れ をと どめた は、 兄弟の やうに して 居 

つた 「しめ おん」 の 身の上 ぢゃ。 これ は 「ろお れん ぞ」 

が 追 ひ 出される と 云 ふ 悲し さよりも、 「ろお れん ぞ」 に 



つ か す さ ま 

手を束ねて、 嵐 も 吹き出で ようず 空の 如く、 凄じく 顔 

すごすご 

を 曇らせながら、 悄々 「さんた • るち や」 の 門 を 出る 

「ろお れん ぞ」 の 後 姿 を、 貪る やうに きっと 見送って 居 

つた。 その 時 居 合 はせ た 奉教人 衆の 話 を 伝へ 聞けば、 

時し も M に ゆらぐ 日輪が、 うなだれて 歩む 「ろお れん 

ぞ」 の 頭の かなた、 長 崎の 西の 空に 沈まう ず 景色で あ 

つたに 由って、 あの 少年の やさしい 姿 は、 とんと 一天 

の 火焰の 中に、 立ちき はまった やうに 見えた と 申す。 

その後の 「ろお れん ぞ」 は、 「さんた. るち や」 の 内 

陣に 香炉 を かざした 昔と は 打って 変って、 町 は づれの 

こ つじき 

非人 小屋に 起き伏し する、 世に も 哀れな 乞食であった。 



夕の 祈 は 「さんた. るち や」 に 在った 昔 を 忘れず、 手 

くびに かけた 「こんた つ」 も、 青玉の 色 を 変へ なかつ 

かうた 

たと 申す 事ぢ や。 なんの、 それの みか、 夜毎に 更闌け 

て 人 音 も 静まる 頃と なれば、 この 少年 は ひそかに 町 は 

づれの 非人 小屋 を 脱け がいて、 月 を 踏んで は 住み 馴れ 

た 「さんた • るち や」 へ、 御主 「ぜす • きリ しと」 の 

御 加護 を 祈り まゐら せに 詣 でて 居った。 

なれ ど 同じ 「え けれし や」 に 詣づる 奉 教人衆 も、 そ 

うと 

の 頃 はとん と 「ろお れん ぞ」 を 疎んじ はてて、 伴天連 

はじめ、 誰 一人 憐みを かくる もの も ござら なんだ。 こ 

しょぎ やうむ ざん 

とわり かな、 破門の 折から 所行 無慚の 少年と 思 ひこん 



で 居った に 由って、 何として 夜毎に、 独り 「え けれし 

や」 へ 参る 程の、 信心 もの ぢ やと は 知られう ぞ。 これ 

も 「でう す」 千万無量の 御 計ら ひの 一 つ 故、 よしない 

儀と は 申しながら、 「ろお れん ぞ」 が 身に とって は、 い 

み じく も 亦 哀れな 事で ござった。 

さる 程に、 こなた は あの 傘 張の 娘ぢ や。 「ろお れん 

ぞ」 が 破門され ると 間もなく、 月 も 満たず 女の子 を 産 

み 落いた が、 さすがに かたくな しい 父の 翁 も、 初孫の 

顔 は 憎から ず 思うた ので ござらう、 娘 ともども 大切に 

介抱して、 自ら 抱き もし かかへ もし、 時には もて あそ 

び の 人形な ど もとらせ たと 申す 事 で .》 ，- ざる。 翁 は 元よ 



りさ も あらう ず なれ ど、 ここに 稀 有な は 「いるまん」 

の 「しめ おん」 ぢゃ。 あの 「ぢ やぼ」 (悪魔) を も 挫が 

うず 大男が、 娘に 子が 産まれる や 否や、 暇 ある 毎に 傘 

張の 翁 を 訪れて、 無骨な 腕に 幼子 を 抱き上げて は、 に 

がに がしげ な 顔に 涙 を 浮べ て、 弟と 愛 しんだ、 あえか 

な 「ろお れん ぞ」 の 優姿 を、 思 ひ 慕って 居った と 申す。 

唯、 娘の みは、 「さんた. るち や」 を 出で てこの 方、 絶 

えて 「ろお れん ぞ」 が 姿 を 見せぬ の を、 怨めしう 歎き 

けしき 

わびた 気色で あつたれば、 「しめ おん」 の 訪れる のさへ、 

何かと 快から ず 思 ふげ に 見えた。 

ことわざ せきもり 

この 国の 諺 にも、 光陰に 関守な しと 申す 通り、 と 



てこ こまで 逃げ のびたの であらう ず。 されば 翁 は 足ず 

さ <■ ぎ 

リ をして 罵り わめく。 娘 も 亦、 人に 遮られず ば、 火の 

は けしき 

中へ も馳せ 入って、 助け出さう 気色に 見えた。 なれ ど 

ま ^9 ま ^9 た 

風 は 益 加 はって、 焰の舌 は 天上の 星 を も 焦 さう ず吼 

リゃ うぢ や。 それ 故 火 を 救 ひに 集った 町方の 人々 も、 

唯、 あれよ あれよ と 立ち騒いで、 狂気の やうな 娘 をと 

リ 鎮める より 外に、 せん 方 も 亦 ある まじい。 所へ ひと 

り、 多くの 人 を 押し わけて、 馳 けつけ て 参った は、 あ 

の 「いるまん」 の 「しめ おん」 で ござる。 これ は 矢玉 

の 下 もく ぐつ たげ な、 逞しい 大丈夫で ござれば、 あり 

やう を 見る より 早く、 勇んで 焰の 中へ 向うた が、 あま 



い 眉目の かたち は、 一 目 見て それと 知られた。 その 「ろ 

むらが 

おれん ぞ」 が、 乞食の 姿の まま、 群る 人々 の 前に 立つ 

て、 目 も はなたず 燃えさ かる 家 を 眺めて 居る。 と 思う 

またた 

たの は、 まことに 瞬く 間 もない 程ぢ や。 一し きり 焰 

を 煽って、 恐し い 風が 吹き 渡った と 見れば、 「ろお れん 

ぞ」 の 姿 は まっしぐらに、 早く も 火の 柱、 火の 壁、 火 

の 梁 の 中にはい つて 居った。 「しめ おん」 は 思 はず 

遍 身に 汗 を 流いて、 空 高く 「くるす」 (十字) を 描きな 

がら、 己 も 「御主、 助け 給へ」 と 叫んだ が、 何故か そ 

こがらし 

の 時 心の 眼に は、 M に 揺るる 日輪の 光 を 浴びて、 「さ 

んた • る ちゃ」 の 門に 立ちき はまった、 美しく 悲しげ 



おろか こわだか 

を 悶えて、 何やら 愚し い 事の み を、 声高 わめいて 〔# 

「わめいて」 は 底本で は 「わめいって 匕 居った。 なれ ど 当 

ひざ まづ 

の 娘ば かり は、 狂 ほしく 大地に 跪 いて、 両の手で 顔 

を うづめ ながら、 一 心不 乱に 祈誓 を 凝らいて、 身動き 

をす る 気色 さへ も ござない。 その 空に は 火の粉が 雨の 

やうに 降り かかる。 煙 も 地 を 掃って、 面 を 打った。 

したが 娘 は 黙然と 頭 を 垂れて、 身 も 世 も 忘れた 祈り 

ざん まい 

三昧で ござる。 

とかう する 程に、 再 火の 前に 群った 人々 が、 一度 

にどつ とどよ めく かと 見れば、 髪 を ふり 乱いた 「ろお 

れん ぞ」 が、 もろ 手に 幼子 を かい 抱いて、 乱れと ぶ焰 



申さう か。 それより 先に 「しめ おん」 は、 さかまく 火 

の 嵐の 中へ、 「ろお れん ぞ」 を 救 はう ず 一 念から、 真 一 

文字に 躍り こんだ に 由って、 翁の 声 は 再 気づか はし 

げな、 いたましい 祈りの 言と なって、 夜空に 高く あが 

つ た ので ござ る。 ザ J れは 元より 翁 のみで は ござない。 

親子 を 囲んだ 奉 教人衆 は、 皆 一 同に 声 を 揃へ て、 「御主、 

助け 給へ」 と、 泣く 泣く 祈り を 捧げた のぢ や。 して 「び 

る ぜん • まりや」 の 御子、 なべての 人の 苦しみと 悲し 

みと を 己が ものの 如くに 見 そな はす、 われらが 御主 「ぜ 

す • きりし と」 は、 遂に この 祈り を 聞き入れ 給うた。 

見られい。 むごたら しう 焼けた だれた 「ろお れん ぞ」 



ひさん」 (懺悔) を 仕った。 その 思 ひつめ た 声 ざまの 

震へ と 申し、 その 泣き ぬれた 双の 眼の かがやきと 申し、 

この 「こ ひさん」 に は、 露ば かりの 偽 さへ、 あらう と 

ことわり 

は 思 はれ 申さぬ。 道理 かな、 肩 を 並べた 奉 教人衆 は、 

天 を 焦がす 猛火 も 忘れて、 息 さへ つかぬ やうに 声 を 呑 

んだ。 

娘が 涙 を を さめて、 申し 次いだ は、 「妾 は 日頃 『ろお 

れん ぞ』 様 を 恋 ひ 慕うて 居った なれ ど、 御 信心の 堅固 

さから あまりに つれな くもて なされる 故、 つい 怨む心 

も 出て、 腹の 子 を 『ろお れん ぞ』 様の 種と 申し 偽り、 

妾に つらかった 口惜し さ を 思 ひ 知ら さう と 致いた ので 



ぉぢ やる。 なれ ど 『ろお れん ぞ』 様のお 心の 気高 さは、 

妾が 大罪 を も 憎ませ 給 はいで、 今宵 は 御身の 危さを も 

うち 忘れ、 『いんへ るの』 (地獄) にも まが ふ 火 焰の中 

から、 妾 娘の 一 命 を 辱 くも 救 はせ 給うた。 その 御 

憐み、 御 計ら ひ、 まことに 御主 『ぜ す. きりし と』 の 

再来 か ともをが まれ 申す。 さる にても 妾が 重々 の 極悪 

たちまち 

を 思へば、 この 五体 は 忽 『ぢ やぼ』 の 爪に かかって、 

寸々 に 裂かれよう とも、 中々 怨む所 はお ぢ やるまい ご 

娘 は 「こ ひさん」 を 致い も 果てず、 大地に 身 を 投げて 

泣き伏した。 

一 一重 三重に 群った 奉教人 衆の 間から、 「まるち り」 (殉 



教) ぢゃ、 「まるち リ」 ぢ やと 云 ふ 声が、 波の やうに 起 

つたの は、 丁度 この 時の 事で ござる。 殊勝に も 「ろお 

れん ぞ」 は、 罪人 を憐む 心から、 御主 「ぜす . きりし 

と」 の 御行 跡 を 踏んで、 乞食にまで 身 を 落いた。 して 

父と 仰ぐ 伴天連 も、 兄と たのむ 「しめ おん」 も、 皆 そ 

の 心 を 知らなん だ。 これが 「まるち リ」 でな うて、 何 

で) j ざら う。 

したが、 当の 「ろお れん ぞ」 は、 娘の 「こ ひさん」 

を 聞きながら も、 僅に 二三 度 頷 いて 見せた ばか リ、 髪 

は 焼け 肌 は 焦げて、 手 も 足 も 動かぬ 上に、 口 をき かう 

けしき 

気色 さへ も 今 は 全く 尽き たげ で ござる。 娘の 「こ ひさ 



ん」 に 胸 を 破った 翁と 「しめ おん」 と は、 その 枕が み 

うづ くま 

に 蹲 つて、 何かと 介抱 を 致いて 居った が、 「ろお れん 

ぞ」 の 息 は、 刻々 に 短うな つて、 最期 もも はや 遠く は 

ある まじい。 唯、 日頃と 変らぬ の は、 遙に 天上 を 仰い 

で 居る、 星の やうな 瞳の 色ば かり ぢゃ。 

やがて 娘の 「こ ひさん」 に 耳 をす まされた 伴天連 は、 

す さ 

吹き荒ぶ 夜風に 白 ひげ をな びかせ ながら、 「さんた-る 

ちゃ」 の 門 を 後に して、 おごそかに 申された は、 「悔い 

改 むる もの は、 幸 ぢゃ。 何し に その 幸な もの を、 人 

ますます 

間の手に 罰しよう ぞ。 これより 益 、 『でう す』 の 

おんい ましめ まつご おんさば き 

御戒を 身に しめて、 心静に 末期の 御 裁判の 日 を 待つ 



見られい。 「しめ おん」。 見られい。 傘 張の 翁。 御主 

「せす • きりし と」 の 御 血潮よりも 赤い、 火の 光 を 一 身 

に 浴びて、 声 もな く 「さんた • る ちゃ」 の 門に 横 はつ 

ころも 

た、 いみ じく も 美しい 少年の 胸に は、 焦げ 破れた 衣の 

ひまから、 清らかな 二つの 乳房が、 玉の やうに 露れ て 

居る ではない か。 今 は 焼けた だれた 面輪に も、 自 ら 

なや さし さは、 隠れよう すべ も ある まじい。 おう、 「ろ 

おれん ぞ」 は女ぢ や。 「ろお れん ぞ」 は女ぢ や。 見られ 

い。 猛火 を 後に して、 垣の やうに 佇んで ゐる 奉教人 衆、 

邪淫の 戒を 破った に 由って 「さんた. るち や」 を逐は 

れた 「ろお れん ぞ」 は、 傘 張の 娘と 同じ、 眼な ざしの 



いまだ みな わ 

空に 一 波 を あげて、 未 出ぬ 月の 光 を、 水沫の 中に 捕へ 

てこ そ、 生きて 甲斐 ある 命と も 申さう ず。 されば 「ろ 

おれん ぞ」 が 最期 を 知る もの は、 「ろお れん ぞ」 の 一 生 

を 知る もので は ござるまい か。 

予が 所蔵に 関る、 長 崎 耶蘇 会 出版の 一 書、 題して 「れ 

げん だ. おうれ あ」 と 云 ふ。 蓋 し、 LEGENDA 



、, ま ゆる 

AUREA の 意な り。 され ど 内容 は必 しも、 西欧の 所謂 

「黄金 伝説」 ならず。 彼 土の 使徒 聖人が 言行 を録 する 

と共に、 併せて 本邦 西 教徒が 勇猛 精進の 事蹟 を も 採録 

し、 以て 福音 伝道の 一 助たら しめんと せし ものの 如し。 

みのがみ ずリ さうたい まじ 

体裁 は 上下 二 巻、 美 濃紙摺 草体 交り 平仮名 文に して、 

印刷 甚 しく 鮮明 を 欠き、 活字な り や 否や を 明に せず。 

上巻の 扉に は、 羅甸 字に て 書名 を 横 書し、 その 下に 漢 

字に て 「御 出世 以来 千 五 百 九十 六 年、 慶長ニ 年 三月 上 

るこく らっぱ 

旬 鏤刻 也」 の 二 行 を 縦書す。 年代の 左右に は 喇叭 を 吹 

すこぶる きく 

ける 天使の 画像 あり。 技巧 頗 幼稚 なれ ども、 亦 掬す 

可き 趣 致な しとせ ず。 下巻 も 扉に 「五月 中旬 鏤刻 也」 



の 句 ある を 除いて は、 全く 上巻と 異同な し。 

両卷 とも 紙数 は 約 六十 頁に して、 載す る 所の 黄金 伝 

説 は、 上巻 八 章、 下巻 十 章 を 数 ふ。 その他 各 巻の 巻首 

に 著者 不明の 序文 及 羅甸字 を 加へ たる 目次 あり。 序文 

が じゅん ま ま 

は 文章 雅馴 ならず して、 間々 欧文 を 直訳せ る 如き 語法 

を 交へ、 一 見 その 伴天連た る 西 人の 手に なリ しゃ を 疑 

はしむ。 

以上 採録した る 「奉教 人の 死」 は、 該 「れ げん だ - 

おうれ あ」 下巻 第二 章に 依る ものにして、 恐らく は 当 

時 長 崎の 一 西教 寺院に 起り し、 事実の 忠実なる 記録な 

らん か。 但、 記事 中の 大火なる もの は、 「長 崎 港 草」 以 



下 諸 書に 徴 する も、 その 有無 を すら 明に せざる を 以て、 

事実の 正確なる 年代に 至って は、 全く これ を 決定す る 

を 得ず。 

予は 「奉教 人の 死」 に 於て、 発表の 必要 上、 多少の 

あへ 

文飾 を敢 てしたり。 もし 原文の 平易 雅馴 なる 筆致に し 

きそん 

て、 甚 しく 毀損 せらる る 事な からん か、 予の 幸甚と す 

る 所な りと 云爾。 

(大正 七 年 八月) 
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